
 

 

やまぐち産業戦略推進計画「第三次改定（案）」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

<戦  略：９>       <プロジェクト：２６>           <強化・充実する主な取組> 
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物流拠点港湾の機能強化 

工業用水の安定供給 

環境・エネルギー産業クラスターの形成 

物流等基盤の強化 

おいでませ！「宿泊者数

５００万人戦略」 

次代を担う「水素等環境

関連産業育成・集積戦略」 

全国をリードする「医療

関連産業育成・集積戦略」 

国際競争に打ち勝つ 

「瀬戸内産業再生戦略」 

新たな地産地消開拓戦略 

地域が輝く「農林水産業

活力向上戦略」 

ものづくり産業等を支える人材の育成  

水素利活用による産業振興と地域づくり 

再生可能エネルギーの導入促進 

「やまぐちブランド」等の販路拡大 

６次産業化・農商工連携の推進 

アジア等に向けた輸出拡大 

技術革新や経営革新による中堅・中小企業の成長 

建設産業の再生・強化 

未来を担う「産業を支え

る人づくり戦略」 

技術力のある「中堅・中

小企業成長戦略」 

産業を支える女性の活躍促進 

明治維新１５０年に向けた観光需要の拡大 

外国人観光客倍増に向けた国際観光の推進 

コンパクトなまちづくりの実現 その他の取り組むべき施策 

コンクリート舗装の活用促進 

◇国際バルク戦略港湾のケープサイズ対応を目指し

た取組の推進 

◇現地プロモーターの配置、多言語コールセンターの設置 

◇水素利活用による地域づくりのモデルの構築 

◇先端産業分野での受注体制構築支援 

◇目標の上方修正(寄港回数 年１５回→年２０回) クルーズ船の誘致推進 

◇「やまぐち幕末 ISHIN 祭第２章（H28～H30）」の展開 

水産業振興基盤の強化・充実 ◇下関漁港整備と一体的な沖合底びき網漁船の高度衛生化 

コンビナート企業間の連携促進 

高度産業人材等の還流促進 

未来を拓く「やまぐち売

り込み戦略」 

首都圏等に向けた売り込み強化 

海外に向けた売り込み展開 

◇３地域（岩国・大竹、周南、宇部・山陽小野田）における企業

間連携の促進 

◇地域商社の機能構築に向けた取組の推進 

◇「やまぐち海外展開方針」の３つの戦略の推進 

産業インフラの長寿命化 

戦略的な企業立地等の推進 

医療関連産業クラスターの形成 

○ 計画の最終年度を迎え、「輝く 活力あふれる産業集積県 やまぐち」の実現に向け、要となる戦略・プロジェクトの充実・

強化を図る。 

○ 目標達成に向け、新年度予算等を反映し、現プロジェクトの「具体的な取組」を充実する。新たなプロジェクトは創設

しない。 

 

【主な改定ポイント】 

 

 

◇工業用水の水資源の確保と渇水対策の推進 

◇多様な輸出ルートを活用した台湾、香港、上海などへの販路開拓  

◇女性の活躍推進企業宣言制度の創設・実施 

◇地方創生枠を活用した奨学金返還補助制度の実施 

① 県経済の屋台骨である瀬戸内産業の再生・強化 

② これを基盤として、成長分野への展開・新たな雇用創出 

③ 国内外への人・物の交流、売り込みの推進 

◇次世代産業の育成・集積に向けた新たな事業化へ

の支援 

１ 

２ 

３ 

６次産業化・農商工連携の推進(再掲) 


